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ご寄付ありがとう
ございましだ。

新水族館前広場にあるモニュメント

「祭」のブロンズ製ミニチュア(写真)を

製作者であり、寄付者である相木出身

の大成浩氏(東京都八王子市諏訪町1923
-1東京造形大助教授)から市に寄付が

ありました。

モニュメントは大理石の台座を含め

て高き40cm幅35cm重き60kg。

-

行

政

相

談

行
政
管
理
庁
で
は
、
叩
月
日
日
か
ら

げ
日
ま
で
全
国
一
斉
に
「
行
政
相
談
週

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
週
間
行
事
と

し
て
、
魚
津
市
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
行

政
よ
ろ
ず
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

合
同
行
政
相
談
所

魚族紹介(59)魚芳希~~然
あかかます

マ
と

日
月
詑
日
附
午
後
1
時
1
4時

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

行
政
管
理
庁
行
政
相
談
委

員

・
魚
津
市

・
魚
津
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
心
配
ご

と
相
談
所
)

き

マ
と
こ
ろ

マ

当

体は急速な涼ぎに適し疋紡錘形で、群れをなし

て沿岸の中層を涼ぐ。目は大きく、醤の動きや光

に敏感に反応し、小魚などを見つけると一瞬のう

ちに大きな口と鋭い歯で捕えて丸のみする。産卵

期は6月ごろで数十万個の浮遊卵を産み、生長ガ
早く夏には10αn、秋には25αnに達する。本州中部
以南の暖かい酒に広く分布する。自身だガ、やわ

らかく水っぽいので干物か遠火で塩焼きにすると

よい。

マ
と
-
手
編
み
技
術
講
習
会

き

日
月
7
日
j

U
月
日
日
毎

週
二
回
の
二
十
回
、
午
前

9
時
初
分

1
午
後
3
時

魚
津
公
民
館

二
十
人
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

日
月
2
日
働
1
5
日
開

市
民
相
談
室
内
内
職
相
談

コ
ー
ナ
ー

宮
⑫
2
2
0
0

内
線

2
3
8
番

マ
と
こ
ろ

マ

定

員

マ
申
込
日

マ
申
込
先

-
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

-
書
留
郵
便
物
の
差
し
出
し
は
窓
口
へ

書
留
郵
便
物
(
簡
易
書
留
を
含
む
)
は

普
通
扱
い
の
郵
便
物
と
ち
が
っ
て
郵
便

か
ん

差
出
箱
(
ポ
ス
ト
)
へ
の
投
函
は
で
き

ま
せ
ん
。
直
接
郵
便
局
の
窓
口
へ
お
出

し
に
な
り
、
受
領
証
を
お
受
取
く
だ
さ

鱒轟轟醸髄盤鞠

-
現
金
は
現
金
書
留
で

現
金
は
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
普
通
郵

便
と
し
て
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
現
金
書
留
と
し
て
窓
口
へ
差
し
出

し
て
く
だ
さ
い
。

一
通
で
二
十
万
円
ま
で
送
金
で
き
ま

す
。
な
お
、
専
用
の
現
金
封
筒
は
、
郵

便
局
の
窓
口
で
一
枚
二
十
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
と
検
診

水
道
使
用
料
金
を
よ
り
適
正
に
能
率

よ
く
正
確
に
計
量
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
お

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
と
き
ど

き
掃
除
を
し
、
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

.
住
宅
の
増
改
築
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
を
移
動
し
た
り
、
ボ
ッ
ク
ス

30，000円

3，000円

30，000円

30，000円

30，000円

30，000円

30，000円

5，383円

30，000円

50，000円

5，000円

3，000円

〈金員預託〉

大海寺新

新角川二丁目

本江新町

住吉

村木町

上口二丁目

吉島

新角川一丁目

火の宮町

村木町

本町一丁目

新宿

荒川勇信

友田道治

谷野功

松本直吉

河岸修英

岡本克巳

富居博彦

沢田自転車商会

高松七郎

高見清一

有沢武雄

小柳むら

《物品預託〉

中央通り二丁目古切手 3，170枚

持光寺 中古衣類 50点

飛世印房

窪田正作

の
ま
わ
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
す
る
と

き
は
、
必
ず
市
水
道
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

l・車問ガイドφ 市県民税第3期分納期限i[IJ月31日 I

-
お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に
/

結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
お
祝
い
電

報
は
『
配
達
目
指
定
電
報
』
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
日
日
前
か
ら
予
約
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
日
の

午
前
、
ま
た
は
午
後
と
ご
指
定
く
だ
さ

な
お
、
配
達
日
の

3
日
以
前
に
お
打

ち
に
な
り
ま
す
と
、

一
五

O
円
割
引
き

に
な
り
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局

宮
②

1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

日
月
は
、
加
積
地
区

(
8
号
線
海
側
・

吉
島

・
吉
島
一
、
二
丁
目
)
・下
中
色
町
地
区

(
8号
線
海
側
・住
吉
)
の

L
P
ガ
ス
消

費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

点
検
に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
、

保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま

す。

宮
@
5
3
4
0。。
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グ
魚
津
市
民
の
歌
d

歌
詞
募
集

魚
津
市
は
幻
年
の

4
月
に
市
制
初
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
魚
津
市
民
の
歌
」
を
制
定
し
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
愛
唱
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お

9
月

1
日
か
ら
募
集
を
始
め
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1

内

容

O
市
勢
を
よ
く
表
現
し
、
市
民
の

誇
り
を
高
め
、

一
般
に
親
し
み

ゃ
す
い
も
の

O

歌
調
は
、
な
る
べ
く
平
易
で
わ

か
り
や
す
い
も
の

ρ
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

2

応
募
締
切
日

ロ
月
初
日
間
(
当
日
消
印
有
効
)

3

応
募
資
格

別
に
問
い
ま
せ
ん
。

4

応
募
先

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室
内

長

去
る
9
月
刊
日
か
ら
凶
日
ま
で
、
こ

と
し
市
内
で
、
八
十
八
歳
の
米
寿
、
及

び
九
十
歳
の
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
る
長
寿

の
方
に
市
長
か
ら
、
祝
状
と
祝
品
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
回
せ
い

さ
ん
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
百
歳

の
祝
状
と
祝
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
の
健
康
と
、

長
寿
を
お
祈
り
し
ま
す
。

寿
dお
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

魚
津
市
民
の
歌
選
定
委
員
会
へ

5

審

査

選
定
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま

す
。
(
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
。)

6

報

賞

入
選
作
一
位
一
点
一

O
O
、0
0
0
円

佳

作

二

点

二

O
、
0
0
0
円

(
著
作
権
は
、
魚
津
市
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。)

7

発

表

日
年
4
月
号
市
広
報
お
よ
び
新
聞

紙
上
に
て
発
表
し
ま
す
。

G2冨盟露，
9月定例市議会……・・・………・・・2
u魚津市民の叡、、叡詞募集………3
第21回魚津市美術展……・…・・…4
第19回魚津物産展・一…………...5

退職金共済制度…-一………..・・・・6
農林漁業金融公庫資金…・…ー…ア

みんなのねんきん・一一....…・・・・・・8
あなだの国保・・・…・・・-一…・........9
国保健康表彰者・..........・・・・・・・・・・10

みんなのスポーツ...........・・・・・・・竹

あな芝と図書館・..........・・・・・・・・・・12
保健だより・..........................13 

お知らせ・...............・・・・・・・・14---...15

新水族館展示コーナー紹介⑤・・・16

表紙・若いフォーク仲間

現
在
魚
津
市
に
は
、
百
二
歳
の
平
崎

フ
セ
さ
ん
、
来
年
二
月
に
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
る
三
回
せ
い
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
て
、
八
十
八
歳
以
上
の
長
寿

の
方
が
百
三
十
六
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す。

. -一、 一
平崎フセさん

緊急に職を探していますグ

(求職情報)中高年齢者

番盤理号 希望職種 年胸骨 性別 居校下住 希賃望金 前 歴 学歴 免 Z午

1 機械工 51 男 経回 15万 切断工 高小 普チ通レ、ンアi&按セ

2 11 36 男 魚i~世 16万 ダンボール 中卒

4 11 56 男 魚津 13万 抗夫 中卒 発原破付士、

7 木工 59 男 魚i傘 13万 一般事務 大卒

9 事務員 55 男 魚i傘 15万 一般事務 高小 普通

13 運ロシー転ョ'士ダtーJレ 57 男 魚津 15万
ショベル

高小 普通、大特ローダー

15 自動車銭金 56 男 魚津 13万 自動車修理 旧中 大型2種

16 単労 60 男 魚津 10万 造船型成作 高小

19 雑役 56 男 魚津 10万 土工配管 高小 普通

20 11 56 男 魚i家 13万 薬品魁造 l日中 危ガ険ス物浴後

21 営業員 60 男 魚I掌15万 建材営業 大卒 工一管級理土木技士地

22 事助手 56 男 魚i掌15万 井戸娼 高小

くわしいことは、魚津職業安定所(宮24-0365) 

へお問い合わせ ください。

フォークサークル

リーダー 堤谷 室
「オッス.グ.J rチョスl!.J rウ

ンチヤグ」毎週火 ・金曜日になる

と、楽器を片手に勤労青少年ホー

ム3階の音楽室に次々とメンバー

ガ集まって来ます。

「一生に一度はレコードを出そ

うグ」をスローガンに集まつだメ

ンバーは、 19歳---...24歳までの男ば

かり8名。最初は、フォークギタ
ー2本でさみしくやっていましだ
ガ、舎ではプラスセクションも入

れ疋ビッグなバンドにまで成長し

まし定。結成してま芝半年余りで

すが、もう小さなコンサートも三

回経験しています。舎は、 12月に

予定している大きなコンサートに

向けて練習中です。演奏技術は、ま

だまだ未熟ですガ、きっと楽しい

コンサートになると思います(9)

ので、当日は、ぜひ一度聞きにき

てください。

ま疋、私の万に申込んで下され

ば、 10名位の小さなコンサートも

当ホームで開きだいと思います。

皆さん、一緒に敵おうではありま

せんか。

(3) 

三回せいさん
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みんなで参加しようげ

津市美術展
11月1日(日)---3日(火)

魚津市農協会館

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る
、
第
幻
岡
市
美

術
展
覧
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
ず

か
ら
、
皆
さ
ん
の
香
り
高
い
作
品
を
ふ

る
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

O
部
門一
般
の
部

第
一
部

絵
画
(
日
本
画

・
洋

画
)

第

二

部

書

第
三
部
彫
刻

・
工
芸

第
四
部
写
真

第
五
部
華
道

教
育
の
部
(
小

・
中
学
生
)

図
画

・
書

・
工
作

き

-ところ

-と

O
規
格
①
日
本
画
・
洋
画
は
叩
号
(
日

m
×

山
側
)
以
上
額
装
と
し
、
掛
軸
の

出
品
は
認
め
ま
せ
ん
。

②
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
し
ま
せ
ん
。

③
書
は
額
、
又
は
わ
く
張
り
、
叩
号

以
上
1
m
×
2
m
以
内
ま
で
と
し
、

縦
・横
自
由
と
し
ま
す
。
(
た
だ
し
、

て
ん
刻
に
つ
い
て
は
制
限
な
し
と

し
ま
す
。
)

@
号
真
は
カ
ラ
ー
白
黒
と
も
半
折
以

上
と
し
、
組
写
真
は
四
ツ
切
り
以

上
と
し
ま
す
。

⑤
出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
た
だ
し
教
育
部
門
は
除

き
ま
す
。

O
申
込
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
叩

第
ロ
回

魚
津
市
婦
人
意
見
発
表
大
会

論
題別
年
代
を
い
か
に
生
き
る
べ
き
か

|
平
和
福
祉
に
貢
献
す
る
組
織
活
動
-

m年
叩
月

η
日

ω

午
後
1
時

マ
と

き

月
M
日
正
午
ま
で
市
教
育
委

員
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

出
品
作
品
は
出
品
票
を
は
り
、

日
月
白
日
午
前
9
時
i
午
後

1
時
ま
で
に
魚
津
市
農
協
会

館
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月
3
日
午
後
5
時
か
ら
速

や
か
に
会
場
よ
り
搬
出
し
て

く
だ
さ
い
。

表
彰
式
は
日
月
3
日
午
後
3

時
か
ら
会
場
で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
市
教
育
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
3
0
8

O
搬
入

O
搬
出

O
表
彰

マ
と
こ
ろ

マ

主

催

マ

共

催

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

魚
津
市
連
合
婦
人
会

魚
津
市
教
育
委
員
会

老
人
芸
能
大
会

老
人
の
趣
味
、
特
技
を
一
般
公
開
し

ま
す
。
是
非
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

と

き

叩

月

5
日
開
午
前
9
時
初
分

と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

" 車毒音? 語E S 姐珂 映等文襲国』こ )他のザサ)団23・ 2 2き 警ι 
マ ろ 人 |l  18 日 学

あのた
し手ち
たでの
の つ

無き 木草一 分器3 ~思E= 童上 (書そ事挺頃パ霊ン5ン 仮著列て (1自8 祭+ 主世界 るく

、 J、 』、』

(4) 
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第

ω回
魚
津
物
産
展

ー
高
山
物
産
も
展
示
即
売
|

-
m月
げ
日
出

i
m日
制

-
魚
津
市
農
協
会
館
に
て
開
催

本
市
の
物
産
を
広
く
紹
介
し
、
市
場

の
獲
得
と
販
路
の
拡
大
を
は
か
り
、
市

内
産
業
の
振
興
と
発
展
を
期
す
る
た
め
、

第
問
団
魚
津
物
産
展
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。
と
く
に
本
年
は
、
出
品
点
数

や
参
観
者
が
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

会
場
は
従
来
の
市
民
会
館
か
ら
市
農
協

会
館
に
変
更
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
例
年
の
よ
う
に
物
産
の
即

売
も
同
時
に
行
い
ま
す
が
、
今
年
は
、

高
山
の
物
産
も
展
示
即
売
さ
れ
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

叩
月
口
日
出
か
ら
四
日
制
ま
で

(毎

日
午
前
叩
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
)

マ
と
こ
ろ

魚
津
市
農
協
会
館

(
3階
・
4
階
)

マ
主
な
展
示
品

3
階
:
:
:
高
山
物
産
(
春
慶
塗

・
一

‘
 

万
彫
り
な
ど
)

4
階
:
:
:
家
具

・
建
具

・
漆
器

・
仏

壇

・
水
産
加
工
品

・
菓
子

か
ま
ぼ
こ
な
ど

そ
の
他
、
北
陸
電
力

・
電
話
局
の
各

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

物
産
展
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
商
工
観
光
課
宮
内
線
2
7
1

へ

ど
う
ぞ
。

な
お
、
駐
車
場
は
市
役
所
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
げ
自
由

は
午
後
の
み
で
す
。
農
協
会
館
前
で
の

路
上
駐
車
は
違
反
と
な
り
ま
す
。

A昨年の魚津物産展から

マ

と

き

叩

月

7
日
附

た
だ
し
肉
豚
は
叩
月
2
日
幽

マ
と
こ
ろ
魚
津
家
畜
市
場
及
び
黒
部

食
肉
セ
ン
タ
ー

マ
主
催
新
川
地
区
畜
産
振
興
会
連
絡

協
議
会

マ
後
援
魚
津
市
、
黒
部
市
、
宇
奈
月

町
、
入
善
町、

朝
日
町
と
各
農
業
団
体

マ
出
品
区
分
と
頭
数

乳
用
牛
経
産
牛

未
経
産
牛

肉
用
和
牛

肉
用
乳
牛

未
経
産
豚

経
産
豚

叩
頭

Fh

d

f

 

噌

E
A

，，

Fh
d
'
'
 

n
L
l
 

Fh
u
'
'
 

噌，ム，
，

n
U
1
 

0
1
 

司，A
，，

同
組

ム
l

m

N

百円

一=
ロ

日

μ
百

EF

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
政
課
畜
産
係

宮
内
線
2
8
6
へ

肉
用
牛

豚肉
豚

魚津市農業祭

みんなの生活展
第18回
第5回

魚
津
市
農
業
祭
は
、
農
協
、
農
協
青

年
婦
人
部
、
市
食
糧
配
給
連
絡
協
議
会
、

4
H
ク
ラ
ブ
な
ど
諸
国
体
の
協
力
を
得

て
、
農
林
産
物
品
評
会
、
米
消
費
拡
大

コ
ー
ナ
ー
、
食
肉
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
多
彩
な
行
事
を
盛
り
こ
ん
で
魚

津
市
農
協
会
館
で
催
さ
れ
ま
す
。
同
時

に
、
「
よ
り
よ
い
明
日
の
暮
ら
し
の
た
め

に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
楽
し
く
豊
か

な
消
費
生
活
を
目
指
す
み
な
さ
ん
の
生

活
展
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

O
一
般
参
観
と
即
売
会

日
月
7
日

ω
午
前
日
時
l
午
後
5
時

日
月
8
日
間
午
前
8
時
ぬ
分
i
午
後
5
時

O
展
示
コ
ー
ナ
ー

農
林
産
物
品
評
会
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル

米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
三
階

米
に
関
す
る
児
童
画
展

優
良
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
販
売

食
肉
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー

米
を
原
料
に
し
た
製
品
コ
ー
ナ
ー

婦
人
団
体
に
よ
る
食
堂
開
設

O
品
評
会
出
品
物
の
搬
入
受
付

日
月
6
日

働

午

後

1
時
j
午
後
4
時

農
協
会
館
四
階
大
ホ

l
ル

。
売
約
品
引
渡
し

日
月
9
日
仰
午
前
8
時
鈎
分
1
午
前
日
時

O
受
賞
者
表
彰
式

日
月
9
日
間
午
前
叩
時
1

農
協
会
館
三
階
会
議
室

な
お
出
品
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

市
農
政
課
農
政
共
済
係
内
線
2
8
5
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(5) 
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n-aし
た
の

た
め
に
u

退
職
金
は
国
の
制
度
で

近
年
、
労
働
福
祉
の
増
進
が
さ
け
ば

れ
る
中
で
、
中
小
企
業
に
お
け
る
退
職

金
制
度
も
漸
次
普
及
が
す
す
ん
で
き
ま

し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
い
ぜ
ん
と
し
て
退

職
金
制
度
を
持
た
な
い
企
業
も
あ
り
、

ま
た
一
方
、
制
度
は
あ
っ
て
も
規
程
化

さ
れ
ず
慣
行
な
ど
で
支
払
わ
れ
て
い
る

も
の
や
、
さ
ら
に
、
退
職
時
に
不
払
い

と
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
国
の

制
度
で
安
全
で
あ
る
う
え
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
退
職
し
た
従
業
員
へ
確
実
に

退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
点
で
、
労
使
双

方
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
田
年
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

内
容
も
一
段
と
拡
充
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
中
小
企
業
の
皆
様
方
の

ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ー
制
度
の
特
色
|

①
掛
金
は
、
全
額
免
税
で
す
。

②
退
職
金
額
に
国
庫
補
助
金
が
つ
き

ま
す
。

③
福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
場
合

の
資
金
を
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

|
制
度
の
利
点
|

①
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
多
額

の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま
す
。

②
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全

・
確
実

で
、
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

③
掛
金
月
額
の
増
額
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
。

@
従
来
よ
り
勤
務
し
て
い
る
従
業
員

込

金ゲ
時
悶

加

毎

に
つ
い
て
は
、
加
入
前
の
過
去
の

勤
務
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ー
加
入
で
き
る
企
業
|

常
用
従
業
員
三
百
人
(
卸
売
業
百
人
、

小
売
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
五
O
人
)
以

下
の
企
業
又
は
資
本
金
等
一
億
円

(

却
売
業
三
千
万
円
、
小
売
業

・
サ
ー

ビ
ス
業
一
千
万
円
)
以
下
の
企
業
で

あ
れ
ば
、
法
人
企
業
で
も
、
個
人
企

業
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ー
毎
月
の
掛
金
|

掛
金
は
、
従
業
員
ご
と
に
つ
ぎ
の
掛

金
月
額
の
中
か
ら
決
め
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

一、二

O
O円
、
一
、
四
O
O円
、

一
、

六
O
O円
、
一、八

O
O円
、
二
、
0
0

0
円
、
二
、
五
O
O円
、
三
、
0
0
0円

三
、
五
O
O円
、
四
、

0
0
0円
、
四
、

五
O
O円
、
五
、

0
0
0円
、
六
、
0
0

0
円
、
七
、

0
0
0円
、八、

0
0
0円

九、

0
0
0円、一

O
、
0
0
0円、一

退職者

て箱、

二
、
0
0
0円
、
一
四
、

0
0
0円、

六、

0
0
0円

問11I<ItIlJlJJ::'1tを含む

言~型空 1，200円 3，000円 5，000円 10，000円 16，000円

1 (年) 4，320円 10，800円 18，000円 36，000同 57，600円

2 28，800 72，000 120，000 240，000 384，000 

3 45，470 110，270 182，270 362，270 578，270 

5 87，540 212，280 350，880 697，380 1，113，180 

10 243，870 573，090 938，890 1，853，390 2，950，790 

15 446，270 1，048，730 1，718，130 3，391，630 5，399，830 

20 705，330 1，657，530 2，715，530 5，360，530 8，534，530 

30 1，516，000 3，562，600 5，836，600 11，521，600 18，343，600 

退職金額早見表(一部の例を示 したものです)ー
加
入
の
手
続
き
|

所
定
の
申
込
書
(
金
融
機
関
に
備
付

け
)
に
ご
記
入
の
う
え
、
申
込
金
を

添
え
て
お
近
く
の
金
融
機
関
へ
申
込

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
団
広
報
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
(合
0
3
1
4
3
6

1
0
1
5
1
)
 

女
中
高
年
齢
者

雇
用
促
進
月
間

(6) 

問
月
1
日

l
m月
別
日

毎
年
刊
月
は
「
中
高
年
齢
者
雇
用
促

進
月
間
」
で
す
。

魚
津
公
共
職
業
安
{
事
附
で
は
、
定
年

延
長
の
促
進
と
事
業
主
へ
の
雇
用
勧
奨
、

あ
る
い
は
中
高
年
齢
者
の
方
へ
の
職
業

あ
っ
旋
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
く
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
に
は
各
種
の
助
成
金

等
が
、
ま
た
中
合
同
年
齢
者
の
方
に
は
、

各
種
の
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
魚
津
公
共
職
業
安
定

所
の
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。

(宮
@
0
3
6
5
)

-Rみん
な
で
、

最
低
賃
金
を
守
ろ
う

富
山
県
最
低
賃
金

日
額
二
、
九
二
四
円

時
間
額
三
六
六
円

日
年
叩
月
4
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す

の
で
、
使
用
者
は
、
こ
の
最
低
賃
金
よ

り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用
で
き
ま

せ
ん
。最
低
賃
金
を
守
っ
て
、
明
る
い
職
場

関
係
を
築
く
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
富
山
労
働
基
準
局

賃
金
課
(
宮
0
7
6
4
l
m
|
2
7
2

2
)
、
又
は
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金

農
地
の
取
得
で
規
模
拡
大
希
望
の
農

家
の
皆
様
へ
。

農
地
の
取
得
に
よ
っ
て
農
業
経
営
の

規
模
拡
大
を
図
り
た
い
農
家
に
は
長
期

低
利
の
農
地
等
取
得
資
金
一
の
活
用
が
有

利
で
す
。
，
対
象
と
な
る
農
地
。

「
農
業
振
興
地
域
内
」
の
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
農
地
、
採
草
放
牧
地
を
取
得

す
る
場
合
4
旧
入
れ
で
き
る
方
。

農
業
を
営
む
個
人
、
農
業
生
産
法
人
0

0

利
率
、
返
済
期
間
等
。

年
利
口
%
、
償
還
期
間
お
年
以
内
(
う

ち
3
年
の
据
置
期
間
を
含
む
)

。
借
入
限
度
額
々

一
般
個
人
取
得
二
百
万
円
、
農
業
生

産
法
人
八
百
万
円
。
た
だ
し
農
業
委
員

会
の
あ
っ
せ
ん
事
業
、
農
地
利
用
合
理

化
促
進
事
業
に
よ
る
取
得
、
総
合
施
設

資
金
の
併
用
取
得
は
個
人
一
千
万
円
、

農
業
生
産
法
人
四
千
万
円
、
ま
た
農
用

地
利
用
増
進
計
画
に
よ
る
取
得
は
個
人

一
千
五
百
万
円
、
農
業
生
産
法
人
六
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
立
経
営
を
め
ざ
す
農
家
の
皆
様
へ

総
合
施
設
資
金
は
自
立
経
営
を
め
ざ

し
て
経
営
規
模
の
拡
大
や
経
営
の
改
善

合
理
化
を
図
ろ
う
と
す
る
農
家
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
長
期
、
低
利
の
資
金
で

す。
。
借
入
れ
で
き
る
農
家。

経
営
の
中
心
と
な
る
方
が
必
歳
く

① 

ら
い
ま
で
か
、
あ
る
い
は
し
っ
か
り

し
た
後
継
者
の
い
る
農
家
で
、
自
立

経
営
農
家
に
な
ろ
う
と
す
る
意
欲
と

技
術
の
あ
る
農
家
。

②
農
業
経
営
に
必
要
な
労
働
力
を
、

主
に
家
族
の
労
働
力
に
よ
っ
て
ま
か

な
え
る
見
込
み
の
あ
る
農
家
。

③

5
1
m
年
後
に
は
お
お
む
ね
四
百

万
円
以
上
の
農
業
所
得
を
あ
げ
る
見

込
み
の
あ
る
農
家
。
(
富
山
県
は
四
百

六
十
万
円
)

砂
同
時
に
活
用
で
き
る
資
金
。

総
合
施
設
資
金
と
同
時
に
農
地
等
取

得
資
金
、
農
業
近
代
化
資
金
、
農
協
の

運
転
資
金
を
必
要
に
応
じ
て
借
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
対
象
と
な
る
事
業。

田
畑
な
ど
農
地
の
購
入
、
土
地
改
良
、

果
樹
の
新
植
・
改
植

・育
成
、
牛
・
豚
・

鶏
の
購
入
、
農
業
用
建
物

・
施
設
の
新

設

・
改
造
や
農
機
具
の
購
入
。

。
利
率
・
借
入
期
問
。

利
率

一
年
5
%
(
据
置
期
間
中
U
%
)

償
還
期
間

一
お
年
以
内
(
う
ち
叩
年
以

内
の
据
置
期
間
を
含
み
ま
す
)

。
融
資
限
度
。

①
個
人
(
一
戸
一
法
人
を
含
む
)
二
、

三
O
O万
円
、
法
人
八
千
万
円
(
特

認
二
億
円
)

②
事
業
費
の
別
%
以
内
(
特
認
卯
%

以
内
)

①
、
②
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

。
特
認
。

「
高
性
能
の
技
術
体
系
」
を
導
入
し
て

省
力
化
を
図
る
場
合
な
ど
が
該
当
し
ま

す。
必
畠
農
相
談
・
借
入
申
込
み
の
方
法
。

地
元
の
農
業
改
良
普
及
員
や
、
農
協

の
営
農
指
導
員
に
ご
相
談
の
上
「
農
業

経
営
総
合
改
善
計
画
書
」
を
作
成
し
、

借
入
申
弘
誓
と
と
も
に
農
協
ま
た
は
信

連
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
詳
し
い
こ
と
は
。

地
元
の
農
業
改
良
普
及
所
・市
町
村
・

農
協
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

植
林
と
山
の
手
入
れ
に
、
低
利
で
超

長
期
の
造
林
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
融
資
の
対
象
と
な
る
事
業。

ご
し
ら
え

O
地
掠
・
植
付

・補
植
か
ら
林
齢
初
年

以
下
(
特
別
の
場
合
お
年
以
下
)
の
下

刈

・
除
伐

・
雪
起

・
枝
打

・
施
肥

・

間
伐
等
の
保
育
に
必
要
な
資
金
。

。
造
林
作
業
道
の
設
置
や
造
林
用
機
械

「コミ」は、集積場所にきちんと

の
購
入
に
必
要
な
資
金
0

0

融
資
を
受
け
る
資
格
。

林
業
を
営
む
個
人

。
融
資
の
限
度
。

所
要
資
金
の
初
%
以
内

た
だ
し
、
森
業
施
業
計
画
を
作

成
し
た
方
が
行
う
拡
大
造
林
は
卯

%
以
内砂
利
率
。

年
口
%

た
だ
し
、
国
の
補
助
金
を
受
け

た
事
堂
市
に
つ
い
て
は
“
%

。
償
還
期
問
。

お
年
(
特
別
の
場
合
必
年
)
こ

の
う
ち
据
置
期
間
は
却
年
(
特
別

の
場
合
お
年
)

責
特
別
の
場
合
の
内
容
等
詳
し

い
こ
と
は
、
森
林
組
合
の
金
融
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0
内
線
3
2
3

女
カ
ギ
か
け
は
、

家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

貴
自
転
車
は
カ
ギ
と

名
前
が
よ
い
見
張
り
/
.

もし、ゴミ集積場があなたの家の前にあっ

たら・・・ ・。

その方の身になって

気 をつけて出しましょう .グ

ゴミは収集日まで清潔に保管し 、決められ

た日の、決められた場所へ出してください。

燃えるゴミは、週 2回、燃えないゴミは、

「金物」と「陶器・ガラス」類に分けて、それ

ぞれ月 1回収集しています。

市内のゴミ集積場所を巡回して見ますと、

収集日以外の日にゴミが出されている所が多

く見受けられます。

このため、 悪臭や汚れて'付近の方が大変迷

惑をこうむり、苦情がでています。

付近の方の身になって、こんなことのない

よう、次のことを厳重に守ってください。

. ゴミは、収集当日の午前 8時までに出す。

. ゴミは、ビニール袋に入れてきちんと出す。

.水分の多いゴミは、水切りを十分にして出

す。

水分が多いと処理業務に支障が生じ、また、

運搬途中、道路上に汚水が流れでる恐れが

あります。

・空カン、空ピン等を混合して出さない。

収集の際、混合の多いものは収集しないこ

とがあります。

・他の地区の集積場所へゴミを出さない 0

. ゴミは、収集日以外出さない。

. ゴミ集積場所はいつもきれいにしておきま

しょう。

なにとぞみなさんのご協力をお願いします。
〈カギは性能のよいのを選んで/>

(7) 
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保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

い
ま
す
ぐ
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
う
納
め
ら

れ
ま
し
た
か
。

す
で
に
、

一
期
分
の
納
期
限

(
6月

初
日
)
、
二
期
分
の
納
期
限

(
9
月
初

日
)
が
す
ぎ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

住
所
が
変
わ
っ
た
時
な
ど
に
、
つ
い

う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
と
か
、
未
納
の

ま
ま
ほ
っ
て
お
か
れ
る
方
が
か
な
り
お

ら
れ
ま
す
。

-宿

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
何

回
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

え
』
い

。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
と
、
万

一
の
と
き
の
障
害
年
金

・
母
子
年
金
な

ど
が
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
も
年
々
高
く
な
っ
て

お
り
、

一
度
滞
納
す
る
と
、
ま
と
め
で

た
く
さ
ん
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
滞
納
期
間
も
長
く
な
っ

て
、
将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
も
う
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
手
も
と
の
納
付
書
な
ど
で
、
今
一

度
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

繰
り
上
げ
支
給
は

よ
く
考
え
て

国民年金保養センターくひみ〉は、国民

年金の加入者と受給者および一般の皆きん

の健康増進や休養 ・レクリェーションに役

立てていただくためにつくられた施設です。

安い料金で安心してご利用できる施設とし

て、多くの方々のご利用を歓迎しています。

ど
ぢ
-
今
一か

ど
乙
グ

Jq
ヴ
/

こ
の
場
合
、

支
給
さ
れ
る

年
金
額
は
、

日
歳
か
ら
支

給
さ
れ
る
本

来
の
年
金
額

か
ら
、
受
給

を
希
望
し
た

年
齢
に
応
じ

て
、
表
の
よ

う
に
一

・定
の

割
合
で
減
額

さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、

繰
り
上
げ
支

給
を
受
け
ま

す
と
、
減
額

さ
れ
た
年
金
は
、
日
歳
に
な
っ
て
も
、

そ
の
ま
ま
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
本
来
の

年
金
に
は
も
ど
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す
る
と
き
は
、

自
分
の
収
入
や
健
康
状
態
な
ど
よ
く
考

え
て
、
何
歳
か
ら
請
求
す
る
の
が
よ
い

か
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

(8) 
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る

56年度保険料第2期
分(7、8、9月分)の
納め忘れはないか

今一度確かめてくだ

さい。

保険料の納入には便利な

口座振替をおすすめします。

み
ん
な
の
施
設
で
す。
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65歳で受ける

受給時の年齢 べき年金額に

対する支給率

60歳以上61歳未満 58% 

61歳以上62歳未満 65% 

62歳以上63歳未満 72% 

63歳以上64歳未満 80% 

64歳以上65歳未満 89% 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
作
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

先
月
は
、
保
健
指
導
員
制
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
月
は
、
お
も
む
き
を
か
え
て
、
歯
科
と
国
保
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
歯
の
治
療
と
国
保

む
し
歯
や
歯
槽
の
、
つ
ろ
う
、
ま
た
は

入
歯
な
ど
で
、
歯
科
医
に
か
か
っ
た
こ

と
の
な
い
人
が
自
慢
に
な
る
ほ
ど
非
常

に
多
く
の
人
び
と
が
、
歯
科
で
診
療
を

受
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
国
保
と
歯
科
の
診
療
に
つ

い
て
説
明
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

マ
国
保
の
保
険
と
は
?

皆
さ
ん
が
、
歯
科
医
に
か
か
る
時
は

保
険
証
を
持
っ
て
行
き
ま
す
ね
。
こ
れ

を
提
示
す
る
と
、
初
診
時
に
八

O
O円

支
払
い
、
そ
の
後
、
保
険
で
定
め
ら
れ

て
い
る
金
額
の
三
割
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

残
り
の
金
額
に
つ
い
て
は
国
保
で
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
歯
科
治
療
の
状
況

皆
さ
ん
が
、
歯
科
医
に
行
く
と
、
ま

ず
診
察
を
し
て
も
ら
い
、
ど
こ
が
悪
く

な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歯
科
医
は
患
者
の

お
も
な
訴
え
を
聞
い
た
り
症
状
を
見
て
、

原
因
を
調
べ
、
治
療
方
針
を
決
め
ま
す
。

こ
の
時
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど
の
検

査
を
行
な
い
ま
す
。

そ
の
治
療
は
む
し
歯
を
例
に
と
っ
て

説
明
し
ま
す
と
、

神
経
に
異
常
の
な
い
む
し
歯
は
悪
く

な
っ
て
い
る
所
を
と
り
除
き
、
そ
こ
へ

人
工
の
材
料
を
詰
め
た
り
、
被
せ
た
り

し
ま
す
。
神
経
に
炎
症
が
起
こ
っ
て
い
た
り
、

異
常
が
あ
る
と
き
は
、
神
経
を
と
り
、

根
管
に
根
充
剤
を
入
れ
、
そ
の
あ
と
に

歯
冠
部
に
詰
め
た
り
、
被
せ
た
り
し
ま

す
。歯
の
ま
わ
り
の
骨
ま
で
や
ら
れ
て
い

る
と
き
は
歯
を
抜
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
ブ
リ
ッ
ジ
や
入
れ
歯
を
行
な

う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、
歯
槽
の
、
つ
ろ
う
、
智
歯

周
囲
炎
、
顎
骨
骨
折
、
腫
蕩
な
ど
の
病

気
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
処
置
、
抜
歯
、
手
術
な
ど

を
行
な
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
入
れ
歯
を

入
れ
ま
す
。

マ
保
険
の
範
囲

今
ま
で
述
べ
た
歯
の
治
療
に
つ
い
て
、

歯
や
口
の
病
気
に
対
し
て
初
診
か
ら
完

全
に
治
療
し
、
機
能
を
回
復
さ
せ
る
ま

で
の
行
為
が
保
険
に
と
り
こ
ま
れ
、
通

常
の
歯
科
治
療
は
保
険
で
す
べ
て
行
な

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
間
違
わ
な
い
よ
う
に
。

ー
、
健
康
診
断

2
、
予
防
処
置
(
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
)

3
、
歯
列
矯
正
(
歯
並
び
を
な
お
す
)

4
、
仕
事
中
に
起
こ
っ
た
病
気
や
け

が

(労
災
が
適
用
さ
れ
る
。)

5
、
研
究
的
な
治
療

.6
、
け
ん
か
や
泥
酔
で
の
け
が
な
ど

7
、
子
供
の
保
隙
装
置

(
子
供
の
入

れ
歯
な
ど
)

8
、
特
殊
な
材
料
や
治
療
法

な
ど
で
す
。

マ

「
保
険
で
歯
科
の
治
療
は
ど
こ
ま
で

で
き
る
の
か
?
」

に
つ
い
て
は
、
健
康

診
断
、
予
防
的
処
理
、
歯
列
矯
正
な
ど

一
部
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

通
常
、
必
要
な
歯
科
治
療
は
す
べ
て
で

さ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
材
料
に
つ

い
て
も
機
能
的
に
困
る
も
の
は
な
い
と

い
え
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
治
療
を
受

け
る
前
に
、
診
療
の
範
囲
、
方
法
、
費

旬
月
の
健
康
メ
モ

そ
の
昔
、
野
菜
は
穀
肉
食
の
弊
を

除
く
も
の
と
し
て
、
ク
ス
リ
的
に
大

事
に
食
べ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
秋

の
味
覚
の
中
で
、
ダ
イ
コ
ン

・
ヤ
マ

イ
モ
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
ダ
イ
コ
ン

・
古
く
弥
生
時
代
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
の
根
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
や
ジ
ア

ス
タ
ー
ゼ
が
多
く
、
ふ
っ
か
酔
い
、

食
べ
す
ぎ
に
は
お
ろ
し
汁
が
効
き
ま

す。
か
ぜ
を
ひ
き
咳
が
出
て
疾
が
切
れ

に
く
い
と
き
は
、
ダ
イ
コ
ン
の
お
ろ

し
汁
に
水
飴
や
蜂
密
を
ま
ぜ
て
飲
み

ま
す
。葉
に
は
、葉
緑
素
や
ビ
タ
ミ
シ
A
、

C
が
多
く
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料

と
し
、
乾
燥
し
て
お
き
、
風
呂
に
浮

用
に
つ
い
て
歯
科
医
師
と
十
分
に
話
し

合
っ
て
か
ら
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

。
叩
月
時
日
映
写
会
、
健
康
相
談

本
江
公
民
館
午
後
1
時
か
ら

。
日
月
M
日
料
理
整
至
、
健
康
相
談

経
団
漁
協
午
後
1
時
か
ら

om月
初
日
健
康
相
談
、
講
演
会

経
団
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
か
ら

か
べ
て
入
浴
す
る
と
か
ら
だ
が
温
ま

り
ま
す
。

マ
ヤ
マ
ノ
イ
モ
(
酌
撚
転
)
昔
か
ら

朝
鮮
や
中
国
の
医
学
の
影
響
で
薬
用

と
し
て
い
ま
す
。

根
に
は
消
化
酵
素
、
・
コ
リ
ン
・
ア

ミ
ラ
l
ゼ

・
サ
ボ
ニ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
が
少
し
ず
つ
含
ま
れ
て
い
て
、

滋
養
強
壮

・
去
疾
・
消
炎
な
ど
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

食
用
と
す
れ
ば
消
化
も
よ
く
栄
養

価
も
高
く
、
か
ら
だ
の
た
め
に
な
る

の
で
自
然
食
品
と
し
て
大
い
に
利
用

し
た
い
も
の
で
す
。
老
人
や
虚
弱
者

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

疾
が
切
れ
な
い
と
き
は
、
む
し
焼

き
に
し
て
食
べ
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。

効
果
は
、
サ
ボ
ニ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

(9) 
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き

の

佐

竹

清

松

本

善

秋

O
松

倉

校

下

臼

井

ふ

さ

佐

竹

賢

治

健
康
表
彰
家
庭

木

下

庄

作

高

橋

サ

ト

大

西

は

る

井

村

外

男

a・
・
・

石

坂

き

よ

山

本

美

代

乃

つ

大

町
校

下

城

山

裕
之
助

O
松
倉
校
下

a-EE

倉

谷

三

郎

木

下

宗

義

小

松

美

兼

谷

越

よ

し

ゑ

谷

山

恵

美

子

1
1
1
A

吉

川

せ

つ

森

平

治

坂

本

清

岳

吉

野

孝

金

山

又

二

団〓

o
村

木

校

下

石

橋

き

あ

武

隈

重

雄

直

阜

富

居

は

る

山

口

良

一

め

;

〔

ザ

砂

武

隈

清

松

川

口

魚

住

由

次

郎

O
本
工
校
下

P

れ
拶

rs
aap
寺

崎

輝

馬

・・四‘

i

さ
、
抗
パ
‘
，
ベ
a
o
d
p

h
E司
酬

浜

住

藤

一

島

田

仁

作

h
M
I
l
lル
ル
町
子
、
画

堀

内

国

光

圏

直

・

浜

住

の

ぷ

田

村

信

夫

目

岡

山

(
J
ぬ
た
y
a

o本江
校
下

・4
・

・

・

・

r
。
/

A

-

一

--'J4F醤

E
E向

金

三

津

サ

ト

石

川

あ

や

乃

4

バ
ヒ
詮
¥
J
J
a

政

二

和

子

薗

咽

北

島

幸

一

池

田

徳

治

駅

夕

食

一

三

芳

扇

岩

崎

竹

夫

az・
即

牧

野

喜

一

金

盛

つ

や

昔

雫

¢

く

必

戸

/
宜
特
立
国

竹

中

満

雄

白

色

細

川

光

枝

五

十

嵐

い

と

な

官

3
r
d明
白

金

盛

一

雄

副
闘
闘
関

米

田

祐

弘

杉

本

貞

吉

Z
く

L

d

e

r

i

月
L
a

土

肥

は

つ

ゑ

』

a司
1

0住
吉

校

下

石

崎

金

次

郎

E
P
4
1
I
J
l
J
p
f
l
lふ
物
収
'

林

新

一

E
E
F

坪

崎

清

作

寺

山

恵

正

隠

窓

〈

6

4

岩

城

止

義

幽
開
聞
M
V

松

本

つ

や

O
道

下

校

下

宮

崎

義

雄

h
h
E
'

宮

原

長

吉

河

上

っ

た

高

瀬

み

さ

を

浅

尾

正

晴

山

崎

岩

雄

圃
園
陸
園

大

川

吉

二

川

岸

き

よ

新

村

み

さ

を

島

沢

信

子

佐

々

田

常

次

郎

関

肝

園

川

西

清

治

O
吉

島

校

下

吉

田

毅

O
住

吉

校

下

高

橋

愛

子

飛

世

ミ

ヨ

中

山

欽

也

石

川

斉

二

松

本

み

さ

子

山

本

仁

一

o
上

中

島

校

下

米

山

き

と

新

村

孝

高

橋

直

喜

島

田

佐

四

郎

金

坂

よ

志

伊

東

き

よ

島

崎

淳

子

八

倉

巻

茂

一

O
片
貝
校
下

里

崎

は

り

川

西

幸

作

島

崎

豊

次

坪

崎

長

三

寺

崎

清

広

溝

口

テ

イ

鳥

辺

鉄

次

郎

近

本

み

ゆ

子

飛

世

義

秀

三

井

全

銭

溝

口

金

次

郎

木

下

駒

次

郎

碓

井

信

子

古

川

修

小

林

義

夫

大

越

安

蔵

溝

口

こ

と

関

口

杉

次

郎

川

平

直

義

中

村

ハ

ナ

小

林

員

夫

広

瀬

初

江

子

石

倉

ふ

き

坂

本

伝

十

郎

保

里

セ

ツ

吉

崎

憲

吉

徳

本

謙

一

o
西
布
施
校
下

二

回

吉

次

郎

吉

岡

理

七

若

林

貴

美

子

黒

田

い

と

叩
月

1
日
か
ら

共
同
募
金
運
動
実
施

。。

赤
い
羽
根
で
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、
今
年
も
叩

月
1
日
か
ら
始
ま
り
、
ロ
月
の
歳
末
助

け
あ
い
運
動
と
あ
わ
せ
て
暮
れ
の
白
日

ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
明
る
い
住
み
よ
い
町

づ
く
り
と
、
不
金
十
な
方
た
ち
の
た
め
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
募
金
運

動
で
す
。
み
な
さ
ん
の
蓮
田
意
に
よ
っ
て
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

母
子
運
動
会
を
聞
き
ま
す

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
、
明
日
へ
の
希

望
と
明
る
く
健
全
な
生
活
を
送
る
た
め

母
子
運
動
会
を
聞
き
ま
す
。

皆
さ
ん
せ
い
ぜ
い
お
誘
い
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

日

月

1
日
同

午
前
9
時
初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
村
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
雨
天
の
場
合
は
同
校
講
堂
で
)



み
ん
砲
の

ま。菰

E
V

-
室
内
温
水
プ

l
ル

・
市
野
球
場

・
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

.
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
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市
営
体
育
施
設
が

無
料
開
放
さ
れ
ま
す

健
康
の
維
持
増
進
と
余
暇
利
用
に
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
大
変
さ
か
ん
に
行
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
山
月
刊
日
「
体

育
の
日
」
を
-記
念
し
て
次
の
体
育
施
設

を
、
一
般
市
民
に
一
日
無
料
開
放
し
ま

す
。秋

空
の
も
と
、
お
も
い
っ
き
り
ス
ポ

ー
ツ
を
行
い
ま
し
ょ
う
ノ

マ
開
放
施
設
名

・
総
合
体
育
館

活
躍
し
た
い
児
童
0

・
市
内
の
小
学
生
四
年
生
1

六
年
生
ま
で
。

た
だ
し
低
学
年
で
も
特
に

認
め
た
場
合
に
は
編
入
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

員

初

b
q
申
込
み
多
数
の
場

合
は
選
考
し
ま
す
。

マ
活
動
期
間

・
ロ
月
の
冬
休
み
か
ら
1

月
1
3
月
の
土

・
日
曜

日

u

マ，.._ 
疋

-
ポ
ー
ル
練
習
と
県
内
各

大
会
へ
の
参
加

総
合
体
育
館
内

・
市
体
育

協
会
事
務
局
ま
で

(
宮
②

1
2
6
3
)

マ
申
込
締
切
り

口
月
日
日
制
ま
で

マ
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
申
込
先

又
は
、
太
田
勝
久
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

(
宮

@
2
8
3
5
)

マ
申
込
先

す。

調査の結果は、すべて統計的に扱います

ので、個人的にご迷惑のかかることはあり

ません。 日ごろ感じてお られること、考え

ておられることをそのままお答え くださる

地区選重治花ざかりH
10月4日・11日

今
年
も
次
の
よ
う
に
地
区
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
多
数
参
加
で
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
楽
し
い
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。-m月

の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

25 11 10 6 4 と
日 日 日 日 日

(日) (日) 出 (火) (日) き

大会駅{盟間定云魚普津入i 動地運会区
無体高市設 l 年市合う 第体育

育大会 小学桂体市 地動運会区

行
放料開 ツ か 6
教室 い 走回の 事

ス大ぷ2』22 日 名ポろ

問魚ii位
1 

体紘A育fロii?: ン吉

ン 吉 12 と
it包

ド回 ド回
it包

辺周ラグ グ

善入
区 フ 区

ろウ ウ

11 と
日 4日(日)

き(日)

松

天西布施地区経道加片本上野方地区上地中島区住村大
I也

倉 神田下積貝江 吉木町
区

1也 地 地I也地I也t也 I也地地

区 区区区区区区 区区区 名

松学校吉 グラウ受天ェ4章西経田道下4学校、校古4学島、片本，学校江j、上野方上中島住古4学校、4学校村木、大4学校町、
と

ンド館民，学桂j、r芋校j、 4学校貝、 ，学世J、世，学j、
ろ

-
H
月
の
歩
こ
う
会
|

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
1
日
に
二
上

山
l
万
葉
ラ
イ
ン
方
面
へ
行
き
ま
す
。

国
鉄
魚
津
駅

8
時
幻
分
発
の
汽
車

で
高
岡
ま
で
行
き
、
高
岡
駅
か
ら
パ
ス

で
二
上
山
|
万
葉
ラ
イ
ン
と
回
り
ま
す
。

参
加
者
は
、

8
時
加
分
ま
で
に
国
鉄

魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
昼
食
持
参
)。1)

ス
キ
i
・
ジ
ュ
ニ
ア
レ
l
シ
ン
グ

魚
津
チ
l
ム
の
結
成

近
年
、
県
下
各
地
域
で
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
ス
キ
ー
レ

l
シ
ン
グ
チ
ー
ム
が
結
成

さ
れ
富
山
県
ス
キ

l
連
盟
で
も
、
ジ
ュ

ニ
ア
富
山
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
開
催

の
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

市
内
の
競
技
ス
キ
l
経
験
者
O
B有
志

に
よ
る
ス
キ

l
・
ジ
ュ
ニ
ア
レ
|
シ
ン

グ
チ
ー
ム
の
結
成
が
計
画
さ
れ
、
市
ス

キ
l
協
会
事
業
と
し
て
、
広
く
市
内
の

小
学
生
か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
多
数
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

マ
対
象
者

・
将
来
、
ス
キ
l
選
手
と
し
て

一

ー

関

津

理
で

↑

・

小

ω

に
色
…

問自

の

一

育

査

ツ

の

康

も

-

4
吋

一
ら

健

う

一

体

調

ポ

か

、

行

-

の

識

ス

れ

興

に

}
据

ι一

、
の

目
ツ

を
一
と

ポ

こ
ス

る

民

得

市

を
る

料

け

資

お

の
に

ど

市

な
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も
め
た
ぷ
た

ι
A立

国
喜
一
昨

素
晴
ら
し
き
人
生
本
と
の
出
会
い
・・・
⑦

読
み
た
い
本
は
?

本
を
読
も
う
か
な
と
思

っ
て
、
ま
ず

っ
き
当
る
疑
問
は
、
ど
の
本
が
い
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

本
を
選
ぶ
い
く
つ
か
の
方
法
を
あ
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
で

図
書
館
に
は
、
本
や
雑
誌
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
に
と

っ
て
、
ご
覧
に
な
る
の
も
い
い
で
し
ょ

、つ
。目
録
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

書
名
目
録
|
|
本
の
題
名
を
印
音
順
に

並
べ
た
も
の

著
者
目
録
|
|
作
者
名
を
印
音
順
に
並

べ
た
も
の

分
類
目
録
|
|
分
野
別
に
分
け
て
あ
る

も
の

件
名
目
録
|
|
調
べ
た
い
内
容
で
分
け

て
あ
る
も
の

目
録
を
使
っ
て
目
的
の
本
を
お
探
し

く
だ
さ
い
。

ど
の
本
が
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、ど
し
ど
し
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

先
輩
や
友
人
の
助
言
で

身
の
ま
わ
り
の
読
書
好
き
な
方
に
遠

慮
な
く
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

新
聞

・
雑
誌
の
新
刊
案
内
も
参
考
に

な
る
で
し
ょ
う
。

読
み
た
い
本
を
探
す
方
法
は
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

一
番
の
コ
ツ
は
と

に
か
く
、
読
み
は
じ
め
て
み
る
こ
と
で

す
。本

の
中
味
は
読
ん
で
み
て
は
じ
め
て

わ
か
り
ま
す
。

幻
日
か
ら
は
、
読
書
週
間
で
す
。

ど
う
ぞ
、
読
み
た
い
本
を
お
探
し
く
だ

さ
い
。〈今

月
の
あ
た
ら
し
い
本
〉

あ
れ
も
こ
れ
も
「
知
的
面
白
学
」

鍵

谷

幸

信

編

座
禅
と
ス
ポ
ー
ツ

川

上

哲

治

ビ
ア
フ
ラ
物
語

F
・
フ
オ
ー
サ
イ
ス

ミ
ル
ワ

l
ド
神
父
の
日
本
見
聞
録

p
・
ミ
ル
ワ
ー
ド

父
母
を
忘
れ
さ
せ
な
い
教
育
法

会

田

雄

次

編

牧

野

拓

司

し
た
た
か
夫
婦
学

科
学
・
頭
の
体
操

レ
コ
ー
ド
百
科

あ
い
つ
の
切
り
札

幕
の
内
弁
当
の
美
学

宮
本
富
沢

栄
久
庵

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

川
月
の
お
し
ら
せ

日
日
伺
え
い
が
・
ご
ん
ぎ
つ
ね

い
た
ず
ら
の
だ
い
す
き
な

ご
ん
ぎ
つ
ね
の
ち
ょ
っ
と

悲
し
い
お
は
な
し
。

3
じ
刊
ぷ
ん
か
ら
と
し

よ
か
ん
で
ひ
ら
き
ま
す
。

各
種
講
座
開
催
の
ご
案
内

憲一英
司誠世

-R川柳
教
育

と

き

叩

月

日

日

附

課

題

「女
」

「
雑
詠
」

講

師

木

村

喜
見
城
先
生

*
古
典
に
親
し
む
会

と

き

叩

月

日

日

幽

講

師

飛

世

麗

子

先

生

*
朗
読
録
音
講
習
会

と

き

叩

月

日

日

嗣

・
初
日
開

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

じ
か
ん

市
立
図
書
館

午
後
1
時
初
分
j
3
時
初
分

み
ん
な
友
だ
ち
子
ど
も
の
本

i
障
害
者
関
係
児
童
図
書
展

i

H
月

4
日
嗣
か
ら
日
月

g
日
側
ま
で

視
聴
覚
室
で
展
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

由

唱

れ

町
寸
位

F

為

l

畠

E
繭
咽
圃

d

:
ぃド

-
auマ

出
向

e
-
E

3
H
N
Fm
m↓

ゴ

ト

紛

刈

間

刀
』
E
冨
会

下

3
2
問
ゅ
の
門
川
嶋

田
村
叶

芯

--EE民
市

宮
時
制バ
J

似
官

M

M

図
司鮒

需

品目制

(12) 

市
で
は
、
父
子
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

叩
月

1
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
ま
た

は
児
童
の
一
時
的
な
疾
病
、

事
故、

出
張
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

っ
て
児
童
を
監
護
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
家
庭
に
援
護

者
を
派
遣
し
ま
た
は
、
援
護
者
の
家

庭
に
児
童
を
引
き
と
り
監
護
す
る
な

ど
の
援
護
施
策
を
次
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。

1
援
護
対
象
家
庭

小
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
す

る
父
子
家
庭
で
、
次
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
も
の

ω
民
法
に
定
め
る
扶
養
義
務
者

(直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
)

の
援
護
を
得
る
こ
と
が
出
来
な

い
場
合

ω
同
居
す
る
家
族
の
中
に
父
以

外
の
成
人
が
い
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
父
以
外
の
成
人
が

い
る
場
合
で
も
そ
れ
ら
の
方
が

病
弱
等
の
理
由
に
よ
り
養
育
能

力
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
除
き
ま
す
。

ω
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
に
係
る
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
な
い
こ
と
。

2
援
護
の
内
容

次
の
う
ち
、
必
要
と
認
め
ら
れ

る
も
の
と
し
ま
す
。

ア
、
児
童
の
世
話

イ
、
食
事
の
世
話

ウ
、
住
居
の
掃
除

工
、
身
の
回
り
の
世
話

オ
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡

力
、
そ
の
他
必
要
な
用
務

3
援
護
の
期
間

一
か
月
あ
た
り
、
約
7
日
以
内
、

た
だ
し
、
市
長
が
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

は
、
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5
援
護
者
に
対
す
る
手
当

日
当
三
、
六

O
O円
程
度
を
市

が
支
給
し
ま
す
。

6
援
護
者
の
派
遣

援
護
を
必
要
と
す
る
父
子
家
庭

の
父
親
又
は
、
近
隣
に
お
住
い
の

方
等
の
要
請
に
よ
っ
て
派
遣
し
ま

す
。

7
申
込
先
市
社
会
福
祉
課
婦
人
児
童
係

(宮
②
2
2
0
0
番
内
線
2
2
2

番
)
な
お
係
で
は
、
こ
れ
に
伴
う
援
護

を
し
て
下
さ
る
方
の
登
録
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

援
護
者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が

体
の
健
康
な
方
で
、
児
童
の
健
全
育

成
に
深
い
理
解
と
熱
意
を
も
ち
、
家

事
の
処
理
能
力
の
あ
る
方
を
求
め
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
申
込
み
及

び
お
問
い
合
わ
せ
は
、
前
記
申
込
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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だより
(10月〉

問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

双
葉
町

宮

@

0
1
1
7

本

江
宮

@

1
7
5
7

火
の
宮
町

宮

@

1
7
4
8

友

道
官

@

0
4
9
0

江

口
宮

@

3
4
8
6

上
口
二
丁
目

宮

@

3
6
1
9

朝
日
町
沼
保

倉

0
7
6
5
8
②
0
0
5
8

入
韓国
町
入
膳
東
寺
悶

宮

0
7
6
5
@
0
0
2
3

朝
日
町
荒
川

宮

0
7
6
5
8
②
0
0
6
3

上
市
町
新
町

宮

0
7
6
4
7
②
0
0
3
2

上
市
町
熊
野
町

宮

0
7
6
4
7
②
0
4
0
8

母子健康手帳をご持

参ください。

-体温は自宅で計ってき
てください。
・母子健康手帳・印かん・
をご持参ください。
※接種できない幼児
1.発熱 ・下痢 ・または心
臓・じん臓 ・肝臓疾患
などのために治療して
いる幼児。
2.接種前 1年以内にけい
れんの症状を起こした
ことのある幼児。
3.過去において、この予
防接種により副反応を
起したことのある幼児。
4.その他接種を行うこと
が不適当と認められた
幼児は接種できません
ので注意してください。
@麻しん(ハシカ)接種後
1か月の間隔をあけて
ください。

Aコース 畳食をご

持参ください。

-個人票は必ずご持

参ください。

-成人病検診には健

康手帳を持ってい

る方は、ご持参く

ださい。

大町・ 村木 ・住吉 ・

上中島 ・上野方 ・本

江

13:00-14:00 

受けなかった全地区

松倉 ・片貝 ・加積 ・

道下 ・経団 ・天神・

西布施

の方

13:00-14:00 

13: 00-14: 00 

種

(13) 

-診療時間は、 いずれも午
前9時から午後5時まで。

生後3か月-1歳半

の間に 2回実施。

都合で受けられなか

った幼児は、3歳児

のうちに受けましょ

っ。

市均支

結核住民検診

成人病検診

健

⑧のついたとニろ

相康

接

(ポリオ生ワク)

防予
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-
富
山
県
水
産
業
基
本
調
査

に
ご
協
力
を
/

日
月
1
日
現
在
で
実
施
す
る
こ
の
調

査
は
、
富
山
県
の
水
産
行
政
施
策
を
進

め
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
大
切
な
調
査
で
す
。
漁
業

経
営
体
及
び
漁
業
従
事
者
、
世
帯
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
調
査
票
は
、
法
に
よ
り
税
等
他
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

-
人
工
魚
礁
追
跡
調
査

見
え
な
い
海
の
中
に
人
工
魚
礁
を
設

置
し
て
も
、
本
当
に
魚
、
が
集
ま
る
の
だ

ろ
う
か
、
と
、
疑
問
視
す
る
方
は
多
い

も
の
で
す
。
今
後
の
人
工
魚
礁
の
設
置

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
で

は
設
置
後
の
集
魚
効
果
を
調
査
し
ま
し

た。
魚
礁
の
上
部
や
周
辺
に
体
長

m
mの

ア
ジ
、
イ
サ
キ
が
群
を
な
し
て
泳
い
で

い
ま
し
た
。
魚
礁
の
中
に
は
ク
ロ
ダ
イ
、

ノ
ミ
ノ
ク
チ
が
隠
れ
、
体
長

m
m以
上

も
あ
る
イ
シ
ダ
イ
が
魚
礁
の
中
に
入
っ

た
り
出
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

調
査
で
潜
水
士
を
驚
か
せ
た
の
は
、
体

長
初
m
以
上
の
マ
ダ
イ
が
叩
数
尾
群
れ
で

泳
い
で
い
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
ほ
か

ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ
や
ベ
ラ
類
も
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
し
た
。

-
あ
ゆ
・
い
わ
な
・
や
ま
め
の
禁
漁

ぁ
ゅ
の
産
卵
期
に
と
も
な
い
、
産
卵

場
所
が
次
の
期
間
禁
漁
に
な
り
ま
す
。

マ
印
月
1
日
か
ら
叩
月
7
日
ま
で

・
全
河
川

マ
9
月
初
日
か
ら
叩
月
汎
日
ま
で

・
角
川
H
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
端
か
ら

上
流
仰
メ
ー
ト
ル
の
区
域

・
片
貝
川
H
本
流
及
び
支
流
布
施
川
は

地
鉄
本
線
鉄
橋
下
流
端
か
ら
下
流
抑

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

い
わ
な

・
や
ま
め
も
叩
月
1
日
か
ら

翌
年
2
月
末
日
ま
で
禁
漁
で
す
。

来
年
の
資
源
増
加
に
期
待
し
、
禁
漁

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
「
消
費
地
指
定
」
そ
の
後

本
年
4
月
、
魚
津
市
は
「
野
菜
生
産

出
荷
安
定
法
」
に
よ
り
、
県
内
で
は
、

富
山
、
高
岡
に
次
い
で
三
番
目
に
「
指

定
消
費
地
域
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
指
定
に
よ
り
、
全
国
指
定

産
地
か
ら
安
定
し
た
野
菜
の
供
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
に
と
っ
て

は
、
物
価
の
安
定
、
ま
た
生
産
者
に
と

っ
て
は
野
菜
暴
落
時
の
価
格
保
証
と
い

う
利
点
(
当
市
で
は
、
国
の
「
産
地
指

定
」
を
受
け
た
秋
冬
白
菜
が
対
象
)
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
野
菜
の
価
格
安
定
事

業
の
「
対
象
市
場
」
と
し
て
、
側
新
川

青
果
市
場
が
承
認
を
受
け
入
荷
業
務
を

行
っ
て
お
り
、

8
月
末
ま
で
の
入
荷
量

は
、
前
年
対
比
の
初
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

加
が
あ
り
ま
し
た
。

-
自
衛
隊
各
種
学
生
の
募
集

徒生 衛隊自 学 校大具寸aー. 防 候補生 部幹
生衛

子満未)込卒中 子満未)込卒高 女子子ま満未)込卒大 資

の1歳7~ の 21~ たの2歳6~ 絡
男見 男歳見 は男見

日12日11 ま日 1月0か日1月0 日1月0日10 11:ι 
ま月か月 まか月
で19ら l で24ら 1 で31ら l イ寸

ヵ、 1・1・か12・ヵ、1月1・ヵ、1月2・ヵ、1月1・試
ら月二月一 ら月二ら ー ら二らー

験
1614次 5次 8 5次 32次 4 2次 1110次
日日日 日日 日日 日日 日日 日

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

市
民
課
(
宮
n
1
2
2
0
0
)
ま
た
は
、

自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
へ
(
上
村
木

野
田
ビ
ル
内
)
E
M
i
1
0
3
6
へ。

-
危
険
物
取
扱
者
資
格
取
得

試
験
の
実
施
の
ご
案
内

マ
試
験
日
目
年
日
月
8
日

マ
試
験
場
所
富
山
大
学
教
養
部

マ
試
験
科
目
甲
種
及
び
乙
種
全
類

マ
願
書
の
受
付
期
間
日
月
1
日

l
m月
9
日

マ
予
備
講
習
会
叩
月
日
日
、
口
日

マ
予
備
講
習
会
場
魚
津
勤
労
者
会
館

詳
し
い
こ
と
は
消
防
本
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
@
0
2
9
5

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

ルサ沼ト岩夫
愛金箱子E聖躯3E E 8 

~ ，:i!!ジ
党他望学讐拠草泊些第里

襲表市
民8の集L 島、
会カラオケ大
前会年書1問配5魚機聖支筋

型放雲喜提街重出区
主

IlIi 
だン

物かデ
のレ

タイ リ ン 王ラ 名

午3f日2査({時串刈) 午午l前後日(1日l0)時時2午5後日2l時日) 24日(:l:) 2午4前日9ω 時 午17後日l出E寺午16U2時D 後日 午12l1H時後日i 午))前B9i時A) 午10前日9係ω時) 哨午5前日30(月分) 日
午後6時 時

無
大小6人人00 円

無
小1小当VI人人日売売11.• 5700大大00円円人人

無 無
、

きE円コ 理券型在
生正 入

料 料 料 料 B 宵
2∞円
料
t量E
料

図象雄市民A 唱E 
教富
研毒佐事子舞踊

の会魚iカ~t 魚 魚

行委会貝民1の集S 
鰭勺

プロタツ理正fヨ金東SE図法支銭社入 襲金劇被諭高官野盲草山高県
魚
豆

i~ i~t 
、、2 市 市

餓の館
市
1鑑

ノf L、
者

友 実

-
弁
護
士
に
よ
る
。
巡
回
無
料

法
律
相
談
所
e
開
設

市
で
は
、
富
山
県
弁
護
士
会
の
協
力

に
よ
り
、
巡
回
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
民
事

・
刑
事

・
交
通
事
故

等
会
駿
に
わ
た
り
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

叩

月

幻

日

ω
午
後
1
時
1
4
時

マ
担
当
弁
護
士
久
保
精
一
郎
弁
護
士

マ
と
こ
ろ
市
役
所
第
3
会
議
室

(14) 

-
は
か
り
の
検
査
日
程

13 12 9 8 8 7 7 6 
例)日51月0 (必日 明)日 樹日 附日 附日 制日 附日 (刈日 と

時牛後i3午前時10 時午後31午時前10 時午後3i午前時10 
時午後l 午後

正午:午前時10 
l 午後
正牛l午前1時0 
時午後1 前午 時午後l 午前

3時
時3時l 3時10 3時10 

き

高
校村木学 校大町学 所定場所の計量器の 所経書所場所22計の

聾
所場所在の計量器の 所所場在の計量器の

本江村木 区下道
大

議置主Z堅理苦i 
経

下野方地区

力日

布西範池区神片貝天道下都の 方地E上島品中松倉下
検

町 回 積 査の

地村木
地 地 地 地

部 区 区 区 区
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ご寄付ありがとう
ございましだ。

新水族館前広場にあるモニュメント

「祭」のブロンズ製ミニチュア(写真)を

製作者であり、寄付者である相木出身

の大成浩氏(東京都八王子市諏訪町1923
-1東京造形大助教授)から市に寄付が

ありました。

モニュメントは大理石の台座を含め

て高き40cm幅35cm重き60kg。

-

行

政

相

談

行
政
管
理
庁
で
は
、
叩
月
日
日
か
ら

げ
日
ま
で
全
国
一
斉
に
「
行
政
相
談
週

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
週
間
行
事
と

し
て
、
魚
津
市
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
行

政
よ
ろ
ず
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

合
同
行
政
相
談
所

魚族紹介(59)魚芳希~~然
あかかます

マ
と

日
月
詑
日
附
午
後
1
時
1
4時

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

行
政
管
理
庁
行
政
相
談
委

員

・
魚
津
市

・
魚
津
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
心
配
ご

と
相
談
所
)

き

マ
と
こ
ろ

マ

当

体は急速な涼ぎに適し疋紡錘形で、群れをなし

て沿岸の中層を涼ぐ。目は大きく、醤の動きや光

に敏感に反応し、小魚などを見つけると一瞬のう

ちに大きな口と鋭い歯で捕えて丸のみする。産卵

期は6月ごろで数十万個の浮遊卵を産み、生長ガ
早く夏には10αn、秋には25αnに達する。本州中部
以南の暖かい酒に広く分布する。自身だガ、やわ

らかく水っぽいので干物か遠火で塩焼きにすると

よい。

マ
と
-
手
編
み
技
術
講
習
会

き

日
月
7
日
j

U
月
日
日
毎

週
二
回
の
二
十
回
、
午
前

9
時
初
分

1
午
後
3
時

魚
津
公
民
館

二
十
人
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

日
月
2
日
働
1
5
日
開

市
民
相
談
室
内
内
職
相
談

コ
ー
ナ
ー

宮
⑫
2
2
0
0

内
線

2
3
8
番

マ
と
こ
ろ

マ

定

員

マ
申
込
日

マ
申
込
先

-
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

-
書
留
郵
便
物
の
差
し
出
し
は
窓
口
へ

書
留
郵
便
物
(
簡
易
書
留
を
含
む
)
は

普
通
扱
い
の
郵
便
物
と
ち
が
っ
て
郵
便

か
ん

差
出
箱
(
ポ
ス
ト
)
へ
の
投
函
は
で
き

ま
せ
ん
。
直
接
郵
便
局
の
窓
口
へ
お
出

し
に
な
り
、
受
領
証
を
お
受
取
く
だ
さ

鱒轟轟醸髄盤鞠

-
現
金
は
現
金
書
留
で

現
金
は
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
普
通
郵

便
と
し
て
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
現
金
書
留
と
し
て
窓
口
へ
差
し
出

し
て
く
だ
さ
い
。

一
通
で
二
十
万
円
ま
で
送
金
で
き
ま

す
。
な
お
、
専
用
の
現
金
封
筒
は
、
郵

便
局
の
窓
口
で
一
枚
二
十
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
と
検
診

水
道
使
用
料
金
を
よ
り
適
正
に
能
率

よ
く
正
確
に
計
量
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
お

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
と
き
ど

き
掃
除
を
し
、
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

.
住
宅
の
増
改
築
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
を
移
動
し
た
り
、
ボ
ッ
ク
ス

30，000円

3，000円

30，000円

30，000円

30，000円

30，000円

30，000円

5，383円

30，000円

50，000円

5，000円

3，000円

〈金員預託〉

大海寺新

新角川二丁目

本江新町

住吉

村木町

上口二丁目

吉島

新角川一丁目

火の宮町

村木町

本町一丁目

新宿

荒川勇信

友田道治

谷野功

松本直吉

河岸修英

岡本克巳

富居博彦

沢田自転車商会

高松七郎

高見清一

有沢武雄

小柳むら

《物品預託〉

中央通り二丁目古切手 3，170枚

持光寺 中古衣類 50点

飛世印房

窪田正作

の
ま
わ
り
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
す
る
と

き
は
、
必
ず
市
水
道
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

l・車問ガイドφ 市県民税第3期分納期限i[IJ月31日 I

-
お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に
/

結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
お
祝
い
電

報
は
『
配
達
目
指
定
電
報
』
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
日
日
前
か
ら
予
約
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
日
の

午
前
、
ま
た
は
午
後
と
ご
指
定
く
だ
さ

な
お
、
配
達
日
の

3
日
以
前
に
お
打

ち
に
な
り
ま
す
と
、

一
五

O
円
割
引
き

に
な
り
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局

宮
②

1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

日
月
は
、
加
積
地
区

(
8
号
線
海
側
・

吉
島

・
吉
島
一
、
二
丁
目
)
・下
中
色
町
地
区

(
8号
線
海
側
・住
吉
)
の

L
P
ガ
ス
消

費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

点
検
に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
、

保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま

す。

宮
@
5
3
4
0。。
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⑥ 新水族館展示コーナ一紹介

，
 
.
.
 
広
報
叩
月
号
を
お
と
ど
け

『
唱

し
ま
す
。
日
月
は
別
名
「
神

暖
流
や
サ
ン
ゴ
礁
の
色
小
た
ち
の
展
示
コ

睡
眠

無
月
」

::::・

秋
か
ら
冬
へ

|
ナ
l
の
向
い
に
大
海
洋
水
槽
が
あ
る
。

-
E
帽

の
叩
月
と
い
う
月
は
、
ス
ポ

新
し
い
水
族
館
を
設
計
す
る
と
き
に
、

-
窃

l
ツ
の
シ
ー
ズ
ン
で
体
力
を

市
長
と
小

・
中
学
生
の

「新

し

い

水

族

鍛

え

、

き

の

こ

狩

り

や

紅

葉

館
の
夢
を
語
る
」
た
会
を
催
し
ま
し
た
。
見
物
な
ど
の
行
楽
期
で
も
あ
り
、
ま
た

小
・
中
学
生
の
誰
れ
も
が
、
海
は
広
く

結
婚
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
点
で
は
新
し
い

て
大
き
く
、
深
い
未
知
の
世
界
に
夢
を

家
庭
の
誕
生
を
意
味
し
、
読
書
の
秋
は

馳
せ
な
が
ら
、
い
つ
し
か
海
の
中
に
入

知
識
を
吸
収
・:
・・
:
:
こ
う
考
え
る
と
秋

っ
て
い
っ
て
海
の
中
の
魚
や
動
物
た
ち

か
ら
冬
へ
は
か
充
実
の
変
わ
り
目
H

と

と
接
し
た
い
、
話
し
た
い
と
い
う
の
が

で
も
い
え
ま
し

夢
で
し
た
。
こ
の
夢
を
も
り
こ
ん
で
作

'

hu

っ
た
の
が
こ
の
大
海
洋
水
槽
で
あ
る
。
う
4

合
/

、
ん
凶

m
'

枠
な
し
で
、
長
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
、

-
ス
ポ
ー
ツ
の

J
J¥
闘
f

巾
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
秋
に
サ
イ
ク
リ
除
法

デ

骨

厚
さ
十
四
セ
ン
チ
の
総
ア
ク
リ
ル
板
を
ン
グ
は
い
か
が
凶
府

議

世

.

巡
ら
し
、
水
量
二
四

0
ト
ン
の
四
方
八
で
し
ょ
う
。
コ

、
組
問
マ
道
合
祖
唱

方
か
ら
観
察
出
来
る
よ
う
に
し
た
大
水
!
ス
の
選
び
方

ミ

ヨ
湯
川

i

槽
で
、
見
る
場
所
に
よ
っ
て
水
槽
の
様
に
よ
っ
て
家
族

子
が
変
っ
て
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
大
全
員
が
楽
し
め
ま
す
。
秋
の
さ
わ
や
か

水
槽
の
中
に
は
高
さ
二
・八
メ
ー
ト
ル
、

》
な
風
を
受
け
て
ペ
ダ
ル
を
ふ
み
、
日
光

巾

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
総
ア
ク
リ
ル
の

川
と
一
日
中
た
わ
む
れ
る
の
も
、
日
ご
ろ

海
底
通
路
が
あ
り
、
あ
た
か
も
海
の
中

…
運
動
不
足
に
悩
む
中
年
の
お
と
う
さ
ん
、

社会

に
入
り
こ
ん
だ
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

…
お
か
あ
さ
ん
に
は
う
っ
て
つ
け
の
ス
ポ

式

日
本
で
初
め
て
試
み
ら
れ
た
水
槽
工
法

ー
ツ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

u

で
設
計
さ
れ
た
水
槽
で
あ
る
。

局

.
広
報
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
、
ご
要

凹

ま
る
で
海
の
一
角
を
陸
上
に
あ
げ

感
じ
が
す
る
大
水
槽
に
は
、
プ
リ
等
の
望
は
宮
②

2
2
0
0内
線
2
3
8
ま
で
。

鮮

回
遊
魚
が
群
れ
、
岩
場
の
ま
わ
り
に
は

止pm 

マ
ダ
イ
、
コ
シ
ョ
ウ
ダ
イ
、
カ
ン
ダ
イ

、

臼

シ
マ
イ
サ
キ
、
マ
ハ
夕
、
ス
ズ
メ
ダ
イ

が
す
み
つ
き
、
底
に
は
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ

イ
、
ホ
ウ
ボ
ウ
、
マ
ゴ
チ
等
が
お
り
、

ゅ
う
ゅ
う
と
ド
チ
ザ
メ
も
泳
ぎ
、
約
五

百
種
、
約
一
千
尾
の
日
本
海
の
魚
の
群

と
餌
づ
け
の
女
性
ダ
イ
パ
!
と
の
ふ
れ

合
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

大
海
洋
水
槽

。。

E置彊圏盟・

200. 75klll' 

7.9km 

13.165 

24.027人

26.004人

50.031人

(8月末現在)

編集/企画広報室

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計


